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沈黙について 

阿倍野・田辺・平野 助任司祭 豊田 貴範 

 聖書思想辞典において、沈黙の定義がなされています。「沈黙は、言葉に先だつも

の、言葉を中断するもの、言葉の余韻となるもの、これらのいずれともなりうるもので

あり、独自な方法で、神と人間の間に交される対話に活気をそえる」とあります。沈

黙を取り扱うことを考えるに至ったのは、9 月 9 日に堺教会で開かれた、信徒奉仕職

養成コースにおける松本武三神父様の聖体奉仕についての講話を聞き、沈黙の大

切さについて、良い示唆を頂いたからです。 

 講話の要旨を紹介します。洗礼を受けた時、自分の人生において何か新しいもの

が始まる体験をしました。しかし自分が変わらないという現実生活の中で、神の愛そ

のものである聖体を、どこか小さいものとしていないか、習慣となっていないか振り返

る必要があります。聖体はいのちの始まりである神そのものであり、イエスのいのち

が 2000 年続いている聖体に、そのもったいないほどの大きな恵みに、自覚的になる

ことが大事なのです。聖堂に入り、赤いランプで示される聖体を前にして祈り、聖書

を読むことで新しい命を神から頂くことを、信者は実践していかなければならないので

す。聖体を配る奉仕者、拝領者共に謙虚さが必要です。口から入る聖体は、あなた

のこころに入ります。たとえ見えなくとも、直接体験しなくとも、心で想うことによって、

思い出すことによってこころが満たされます。イエスを分かち合うことができるのです。 

現代は愛の危機にあると言えます。物があふれ、食べ物を粗末にすることに慣れ

てしまっています。尊いものに出会うことが難しくなっているために、宗教の豊かさが

－主とともに働こう 
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ないがしろにされています。体は 70 年 80 年生きたとしても、心がむなしいのであれば、

神にありがとうと言う自分のこころに出会わないことになります。聖体を前にして、む

やみにしゃべらない方が良いのです。それは聖なるものに触れる雰囲気を、聖体を

訪問するときはいつでも配慮しなければならないからです。聖体への信仰表明は静

けさにおいて行われ、聖体に触れるわたしたちのこころこそが問題なのです。聖体を

頂くことは、神のいのちが共にいることであり、どんなに辛いことがあっても負けること

がありません。だから出会う人に自分のやさしさを与えることができるのです。見えな

いこころの愛の食べ物が聖体なのです。（私のメモからまとめました） 

聖体を相手に渡す時、自分はどうイエス様に向き合ってきたのか、義務感ではなく、

喜びを持って神に仕えているのか考えさせられました。主は静かにささやく声でもって

語られます（列王記上 19 章 12 節）。聖なる沈黙は祈りを助け、ミサへの参加を豊か

にし、神の声に自分の耳を澄ませます。沈黙の徳を祈り求めて参りましょう。 

 

 

       福島復興支援報告  

 

皆様いつも震災復興支援募金にご協力いただきありがとうございます。9/10 の募

金額は下表の通りです。今回は福島県会津若松の復興住宅 40 世帯にそうめんを

送りました。復興住宅の皆さんで流しそうめん大会が行われ、その時の写真が送ら

れてきました。雨どいを利用して流しそうめん器具を作り、きゅうりやミニトマトも流し

て楽しい時間を過ごされた

そうです。交流の場ができ

た事に感謝の言葉をいた

だきました。一歩ずつ新し

い生活を築いていく方々と

共に歩んでまいりましょう。 

 

 

社会活動委員会                                                     

                                      

福島復興支援募金状況 

収入 支出 

繰越金  44,176 円 そうめん 19,980 円  

今回の募金 21,474 円  繰越金 45,670 円  

合計 65,650 円 合計 65,650 円  
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                     9 月の評議会より 

報告事項 

①  南地区信徒奉仕職養成コース（選択）への派遣者を決定しました。 

②  一粒会しおり、祈りのカードについて神父様から説明し、配布しました。 

③  ブロック子ども会ではサマーキャンプの打ち合わせを行いました。 

④  子ども会お楽しみ会を実施し、売り上げをサマーキャンプ費用に充てました。 

⑤  フェスタ委員会では出店リスト、スケジュール表を作成しました。 

⑥  南地区宣教評議会が枚岡教会でありました。 

⑦  南地区社会活動委員会では憲法勉強会を実施しました。 

⑧  子ども会サマーキャンプには 40 名が参加しました。 

⑨  阿倍野ブロック会議でブロック再編について議論しました。 

⑩  広島巡礼を行い、ミサでも報告しました。 

⑪  南地区大会準備委員会で、内容を決定しました。 

⑫  8/15 聖母被昇天ミサを行い、ミサ後パーティを行いました。 

⑬  南地区典礼委員会では今後の進め方を検討しました。 

⑭  バチカン教理省から遺灰の取り扱いについて PR がありました。 

⑮  委員会報告 

施設：8/6 大掃除を実施しました。また 2 階倉庫の整理を実施しました。 

8/27 ビワ選定を実施しました。チェーンソーを購入しています。 

典礼：8 月 11 月に行うロザリオの祈りの内容を見直し、冊子を作成しました。 

ミサ前後の静寂を保つために看板を作成しました。 

福音：クリスマス配布用の御絵を 500 枚準備します。 

討議事項 

① 敬老の集い：ミサ内で塗油の秘跡、ミサ後演奏会、パーティ、クイズを実施。 

② フェスタを 10/8 実施します。 

③ エメラルドを事務室にすることはやめ、会議室として使用します。 

④ 2018 年春の巡礼は中止し、内容を検討して 2019 年春に実施します。 

⑤ ガス料金と電気料金をセットにすることで割引が適用。切替を検討します。 

 

評議会 
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        １０月の予定 

キリスト教講座  
実施日  時間  内容  場所  

火曜日  14:00～15:30 聖書の学び 田辺  

木曜日  10:30～11:30 聖書の学び 阿倍野  

木曜日  19:00～20:30 聖書の学び 平野  

土曜日  14:00～15:30 入門講座  阿倍野  

日曜日  9:00～9:45 「聖書と典礼」による学び 阿倍野  

日曜日  11:30～12:30 マザーテレサの言葉を味わう 阿倍野  

朝の祈り 主日ミサ前 「ロザリオの祈り」を行います。  

おにぎり作り 火曜日 14：00  

日付  ミサ 行事等   

10 月  1 日  （日） 年間第 26 主日  あべのだより 10 月号発行     

評議会  12:30~ 

  

 4 日  （水）  大阪南朝祷会 10:00~  

 6 日  （金） 初金ミサ 10:00   

 7 日  （土）   ③ 

 8 日  （日） 年間第 27 主日  あべのフェスタ（ミサ後）  

 14日  （土）   ② 

 15日  （日） 年間第 28 主日 10 時ミサなし 

11 時ｶﾃﾄﾞﾗﾙにご参加ください 

国際協力の日  

結婚準備セミナー①14：00  

  

 22日  （日） 年間第 29 主日  世界宣教の日  

結婚準備セミナー②14：00  

④ 

 29日  （日） 年間第 30 主日  結婚準備セミナー③14：00 ⑤ 

11 月  3 日  （金） 初金ミサ 10:00   

 5 日  （日） 年間第 31 主日  合同慰霊祭（ミサ後）  

あべのだより 10 月号発行  

⑥ 

    評議会 13：00~ 

結婚準備セミナー④14：00 

 

 


